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JICR.ORG通信

手島繁一（法政大学／協同総研）

■　「研究所たよりWEB版」を新設

　紹介が遅れてしまいました。てっきり、
「お知らせ済み」だと勘違いしていましたが、
わたしの思い込みでした。申し訳ありませ
ん。
　なんの話かといえば、「研究所たより WEB
版」というセクションをJICR.ORG内に新設
したということです。昨年の12月20日の更
新から掲載しています。
　もともと研究所の日常活動については、機
関誌『協同の発見』に「研究所たより」とし
て掲載することで会員の皆さまにお知らせす
るという手段を取ってきたわけですが、字数
の制限があって充分に情報を載せることが出
来ないという問題がありました。さらに大き
な問題は、月刊誌掲載記事ですから情報の鮮
度が落ちるということです。月1回、しかも
機関誌発刊時点では２カ月ほど以前の情報と
いうことになるのですから、到底ＩＴ革命の
時代にふさわしいとは言えません。「研究所
の活動が見えない」といったお小言が出てく
るのも、一つはこうした貧弱な広報手段しか
持ち合わせていなかったことによるもので
す。
　そこで坂林専務が考え出したのが、研究所
の日常活動をメーリングリスト（ML）上で発
信するということでした。題して「研究所た

より　ML版」です。昨年の総会（7月1日）
後に創刊号が発信されました。
　なるほどこれはGood Idea！ではありまし
た。ただ残念ながら、ML参加者は50名程度
ですから、情報の伝達範囲は限られてしまい
ます。会員の10分の1にしか伝わらないと
いう問題点があります。
　次はわたしの出番です。会員の中にはML
には参加していなくても、インターネットを
利用できる方はたくさんいるはずです。それ
ならば、「研究所たより　ML版」をWeb Site
にそのまま載っけてしまえばいいのでは。そ
うすると、インターネットでJICR.ORGにア
クセスするだけで、研究所の活動がリアルタ
イム(^_^;)でわかるわけですから…。という
ことで、遅ればせではありますが、昨年末以
来「研究所たよりWEB版」がJICR.ORGに掲
載されることになったのです。
　「研究所たより　ML版」の発信は不定期で
すが、5月7日付最新号で通算50号を記録し
ました。10カ月で50号ですから、月平均5
号は発行されている勘定になります。月 1
回、2500字に限定される「研究所たより紙
（機関誌）版」に比べて、情報の速報性、柔
軟性、情報量の豊富さなどの点において、イ
ンターネットを利用した「ML版」「WEB版」の
優位性は明らかです。
　なお、坂林専務による「ML版」は可及的速
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やかに「WEB版」に仕立て上げてJICR.ORGに
掲載するよう努力していますが、時としてタ
イムラグが生じることがあります。つまり、
「ML版」は発信されているのですが、「WEB版」
の掲載が遅れるという事態が生じることがあ
りますが、その責任はもっぱらわたしめにあ
ります。サボっているわけではないのです
が、なにしろ多忙かつ低能力なものですの
で、皆さまには温かく見守っていただけるよ
う、お願い申し上げる次第です。
　「研究所たよりWEB版」へは、JICR.ORGの
トップページからも入れますが、直行するの
であれば、以下のURLをご利用下さい。
http://village.infoweb.ne.jp/~fvgn6520/
tayoriweb/index.html

【図１「研究所たよりWEB版」目次ページ】

■　協同総研10周年記念集会の特集ページ
を掲載

　協同総合研究所の設立10周年を祝う記念
集会が、３月24日、東京・虎ノ門「パスト
ラル」で開かれ、会員など80名が参加しま
した。「地域に芽吹く協同の営みを交流させ
よう」「現代における協同の意味と可能性を
問おう」「実践者と研究者が協同した『働く
人びと＝市民の協同総合研究運動』のセン

ターになろう」との大きな目標を掲げてス
タートし、10年。社会情勢が刻々と変化し、
協同の意味がますます重要になり、「協同労
働の協同組合」の法制化運動も、本格的に進
展する段階に到達したことを、確認し喜び合
う集会となりました。
　集会の模様は『協同の発見』誌や日本労協
連機関紙『労協新聞』で伝えていますが、
JICR.ORG ではWebの特長を活かして「写真
集」を掲載しました。当日、わたしが即席カ
メラマンに変身して、買ったばかりのデジカ
メでバシバシ撮りまくった写真を掲載してい
ます。チョット古くなった情報ではあります
が、集会の雰囲気をビビッドに伝えるページ
になっていると思います。一度ご覧くださ
い。
http://village.infoweb.ne.jp/~fvgn6520/
10album/

　また記念集会に参加された社民党の谷本た
かし議員のあいさつが、氏のホームページに
掲載されています。わたしが多忙を理由に各
氏のあいさつの掲載をサボっているうちに、
いち早く載せられてしまったのですね。「う
れしはずかし」というべきか、この辺がイン
ターネットの醍醐味ではあるのでしょうね。
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「谷本たかしＨＰ」の情報を知らせてくれた
『労協新聞』編集部の野口さんは、こんな粋
なコメントを付けていました。
　「標題が『協同総合研究所10周年』となっ
ていて、研究所のホームページより早く
（笑）
集会のことが掲載されていますよ。それにし
ても、いつもみているページ以外のところ
に、内輪のことが載ると、なんだか新鮮だわ
（なんだか、こそばいというか・・・）」
　ところで、「谷本たかしＨＰ」のリンク集
には協同総研と日本労協連のＨＰへのリンク
が掲載されています。JICR.ORGが国会議員
のＨＰにリンクされたのはおそらく初めての
ことではないでしょうか。これもまた、
JICR.ORGの歴史の上では画期的な出来事で
はあります。もっと国会議員対策を進めま
しょう。中央段階だけではなく、地方自治体
レベルでも使える戦術です。ＨＰを持ってい
る議員さんに積極的にアタックしてみようで
はありませんか。相互リンクの精神で、私ど
ももリンクを張らせていただきます。
　「谷本たかしＨＰ」のＵＲＬは以下です。
http://www.st21.co.jp/tanimoto/news.htm

【図２　「谷本たかしＨＰ」のトップページ】
＊http://www.st21.co.jp/tanimoto/
news.htmの画面を印刷して貼り付ける。

■　恐るべし！「インターネット携帯端末」

　新学期の始まりとともに驚くべき事実に遭
遇しました。わたしは東京都下のある私立大
学でここ10年ほど一年生のゼミを担当して
います。今年も24名の学生がゼミにやって
きました。全員が携帯電話を所有していま
す。そのことはもはや珍しくはないのです

が、驚くべき事実とは、そのうち１名を除い
て「インターネット接続機能」を利用できる
携帯電話を持っているということでした。
「インターネット接続機能」は各通信会社に
おいてそれぞれ、「iモード（アイモード）」
（NTT系 DoCoMoが提供）、「EZ Web（イージー
ウエッブ）」（KDDI系 auが提供す）、「J-sky
（ジェイスカイ）」（日本テレコム系 J-phone
が提供）との名称が付けられたサービスのこ
とです。それぞれのサービスを利用するに
は、一定の料金（「iモード」の場合、月額300
円）を払わなければならないのですが、ネッ
ト接続携帯電話を持っている学生はすべてそ
の料金を払い、インターネットに接続できる
環境にありました。したがって、彼らはすべ
てE-mailアドレスを持っています。
　もっとも、大学入学祝いに携帯電話を買っ
てもらったというケースが多いため、イン
ターネットの利用はまだ初心者段階という学
生が大半なんですが、とにもかくにもイン
ターネット利用環境にある学生は、わがゼミ
の場合96％ということになります。
　さて一方、パソコンの所有率や利用率は断
然低いのです。自分用のパソコンを持ってい
る学生は４人で、家庭にパソコンがある学生
の場合はほとんどが「オヤジ専用」マシンに
なっていて、使っていないとのことでした。
ま、この年頃になると、１台のパソコンを家
族そろって和気あいあいと使うのも何か気恥
ずかしく感じるんでしょうね。
　JICR.ORG通信でもたびたび「iモード」に
ついてはふれてきましたし、わたし自身も
「インターネット接続端末は、パソコンから
携帯電話に主流が移るだろう」とも述べては
きたのですが、まさかこんなに早くその予測
が現実になるとは、正直なところ思ってもみ
ませんでした。
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　ところで、彼らに携帯電話の使い方を聞い
てみると、通話と並んで「メールで利用して
いる」という答えが多かったですね。さすが
に、「Webサイトを見る」という使い方をして
いる学生はほとんどいませんでした。実はわ
たしも昨年末、携帯電話を「iモード」対応
機に買い換えたのですが、ブラウズ機能＝
「Webサイトを見る」はいまいち利用しにく
いし、利用価値があるコンテンツがまだまだ
の感がします。
　そういうこともあってか、学生自身はイン
ターネットを利用しているという自覚がない
のです。インターネットといえば、「Webサイ
トを見る」ことだと勘違いしているからだと
思います。メールも立派なインターネットの
利用術なんです。「あなた方は、もうすでに
インターネットの世界の市民なんだ！」と
言ってあげました。
　「インターネット接続機能」を持った携帯
電話の発売は1999年２月22日のことで、「i
モード」対応機が先陣を切ったわけです。そ

れからわずか２年あまりで「iモード」機だ
けで2000万台、「インターネット接続機能」
を持った携帯電話全体では3000万台が普及
するようになったのです。
　わたしの考えでは、「iモード」によって携
帯電話のイメージは一変したと思います。「i
モード」発売当時は「携帯電話にパソコンが
入った」と言われたように、「インターネッ
トもできる電話機」というイメージでした。
ところが今では「電話もできるインターネッ
ト端末」と、イメージが逆転しているので
す。
　そのことを象徴的に示しているのが、電車
の中での風景の様変わりです。携帯電話が爆
発的に普及しだした頃は、電車内での携帯電
話の使用が社会問題になりました。特に若者
が傍若無人に電車の中で電話する事が世間の
非難の的になりました。ところが、わたしの
主観的な観測かもしれませんが、昨年頃か
ら、電車の中はミョーに静かになったような
気がします。そう思ってふと見回してみる
と、若者たちは携帯電話をにらんで無言でテ
ンキーを打っているんです。電車内で携帯電
話を耳に当てて大声で話しているのは、今で
はビジネスマン風か、オジサン族がもっぱら
になっているんです。
　「通話から通信へ」、電話の利用形態が確か
に変わりつつあることを示す好個の例です。
　話が脱線しましたが、わがJICR.ORGも「i
モード」、「EZ Web」、「J-sky」対応のサイト
を立ち上げることが必要になっています。話
題のイチロー選手ではありませんが
「JICR.ORG も変わらなくちゃ！」。ちょっと
古いか(^^;)??


